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令和４年度懇談会の情報提供の進め方について

第７回 サービス付き高齢者向け住宅に関する懇談会 資料

１．高齢者の住まいの方向性

２．事例選定の視点

３．事例の紹介
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１．高齢者の住まいの方向性
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■住生活基本計画（全国計画） （令和３年３月１９日閣議決定）

（１）高齢者、障害者等が健康で安心して暮らせる住まいの確保

【基本的な施策】

○改修、住替え、バリアフリー情報の提供等、高齢期に備えた適切な住まい選びの総合的な相談体制の推進

○エレベーターの設置を含むバリアフリー性能やヒートショック対策等の観点を踏まえた良好な温熱環境を備
えた住宅の整備、リフォームの促進

○高齢者の健康管理や遠隔地からの見守り等のためのIoT技術等を活用したサービスを広く一般に普及

○サービス付き高齢者向け住宅等について、地域の需要や医療・介護サービスの提供体制を考慮した地方公
共団体の適切な関与を通じての整備・情報開示を推進

（２）支え合いで多世代が共生する持続可能で豊かなコミュニティの形成とまちづくり

【基本的な施策】

○住宅団地での建替え等における医療福祉施設、高齢者支援施設、孤独・孤立対策にも資するコミュニティス
ペースの整備等、地域で高齢者世帯が暮らしやすい環境の整備

○三世代同居や近居、身体・生活状況に応じた円滑な住替え等を推進。家族やひとの支え合いで高齢者が健
康で暮らし、多様な世代がつなが り交流する、ミクストコミュニティの形成

目標４
多様な世代が支え合い、高齢者等が健康で安心して暮らせるコミュニティの形成とまちづくり

居住者・コミュニティの視点



２．事例選定の視点

■住生活基本計画（全国計画）

（１）高齢者、障害者等が健康で安心して暮らせる住まいの確保

○改修、住替え、バリアフリー情報の提供等、高齢期に備えた適切な住ま
い選びの総合的な相談体制の推進

○エレベーターの設置を含むバリアフリー性能やヒートショック対策等の観
点を踏まえた良好な温熱環境を備えた住宅の整備、リフォームの促進

○高齢者の健康管理や遠隔地からの見守り等のためのIoT技術等を活用
したサービスを広く一般に普及

○サービス付き高齢者向け住宅等について、地域の需要や医療・介護
サービスの提供体制を考慮した地方公共団体の適切な関与を通じての
整備・情報開示を推進

（２）支え合いで多世代が共生する持続可能で豊かなコミュニティ
の形成とまちづくり

○住宅団地での建替え等における医療福祉施設、高齢者支援施設、孤
独・孤立対策にも資するコミュニティスペースの整備等、地域で高齢者世
帯が暮らしやすい環境の整備

○三世代同居や近居、身体・生活状況に応じた円滑な住替え等を推進。家
族やひとの支え合いで高齢者が健康で暮らし、多様な世代がつながり交
流する、ミクストコミュニティの形成

目標４ 多様な世代が支え合い、高齢者等が健康で
安心して暮らせるコミュニティの形成とまちづくり

講演➀

北海道における高齢者住まい相
談・情報提供の取組

⇒住まいの相談の現場における変
化（高齢者の自己決定の状況、住
まい探しの方法は？）

⇒サービス付き高齢者向け住宅のポ
ジショニング

講演②

サービス付き高齢者向け住宅に
おける暮らしと健康維持の関係
性の検証

⇒高齢者が、最期まで自分らしい生
活を送るために、カラダとココロの
両方から健康維持・増進を図る取
組の展開

○高齢者の健康管理や遠隔地からの見守り等のためのIoT技
術等を活用したサービスを広く一般に普及

○改修、住替え、バリアフリー情報の提供等、高齢期に備えた
適切な住まい選びの総合的な相談体制の推進

■先行事例の紹介



３．情報提供➀ 北海道における高齢者住まい相談・情報発信の取組
（一般社団法人 あんしん住まいサッポロ）

○札幌市において、高齢者の住み替え、住み続け、住宅困窮者の居住支援の相談にワンストップの窓口で対応

〇ケママネ、看護師など専門職OBの相談員（有償ボランティア）が、中立公平な立場での相談対応

■住み替え・在宅（リフォームや介護）の相談窓口 ■高齢者のお困りごとの相談窓口
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３．情報提供② サービス付き高齢者向け住宅における暮らしと健康維持の関係性検証の取組
（野村不動産株式会社 野村不動産ウエルネス株式会社）

○高齢者の健康寿命の延伸に特化し、生涯の自立生活を目指す住宅、「オウカス」を開発・運営

○特に、入居者の健康維持・増進を図る運動・食事・コミュニティ・医療介護連携のサービスプログラムを提供

〇学術研究により、オウカス入居者は、外出・グループ活動に積極的で介護費用が抑制できる可能性が示唆された

■オウカスの概要

■オウカスの特徴

〇徒歩圏に商業施設や公園･病院等がある「立地」
〇多彩な共用施設があり、時間が豊かになる「建物」

〇カラダとココロの健康維持・増進を図る「サービス」

〇首都圏に４物件開設 （吉祥寺・日吉・船橋・幕張）
※新たに２物件（世田谷仙川・志木）の開設予定
〇１物件当り約120～180戸 〇自立高齢者が入居対象

吉祥寺 エントランスホール

吉祥寺 外観

■「オウカス」での暮らし と健康維持・増進の関係性の検証
千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門（近藤克則教授）との共同研究

〇オウカスに暮らすことで、身体活動や社会活動がどれくらい増え、また健康維持・
増進に寄与しているかを検証 （入居者アンケート調査を実施）

〇オウカス入居者は、地域在住高齢者よりも、
－週5回以上外出する人の割合が、約15％ポイント高い
－グループ活動（スポーツ、趣味活動、学習教養）に週1回以上参加する人の割
合が、 地域在住高齢者よりいずれも高い

➔ その結果、5–6年間の推定累積介護費用が6–14%低い可能性が示唆された
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